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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。核。核への局在と輸送にはPIK3R2との相互作用が必要である。この遺伝子は、ホスホイノシチド3キナーゼ（PI3K）の触媒サブユニットのアイソフォームをコードしている。これらのキナーゼは、真核細胞の外膜上の受容体を介したシグナル伝達経路において重要であり、その触媒サブユニットにちなんで命名されている。コードされているタンパク質は、PI3Kbeta（PI3KB）の触媒サブユニットである。PI3KBは、損傷部位または感染部位で免疫複合体と結合した好中球の活性化経路の一部であることが示されている。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2011年12月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	RT-4全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をPI3-キナーゼp110βウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

